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日中間の経済的・人的交流が深まるとともに、多くの中国人が日本語に興味を持ち、来日

するが、日本人母語話者と交流するとき、様々な問題が起こりやすい。文化の違いや中国

人日本語学習者自身の日本語が上手ではないなどの原因で、多くの中国人学習者は話す内

容が通じず、会話が不自然になるなどの体験をする。同じく中国人学習者である稿者は自

分の会話の録音データを初めて分析したとき、フィラーの使い方、入れるタイミングに違

和感があると感じ、フィラーを日本人母語話者より使いすぎていることに気が付いた。そ

こで、本研究では、上級中国人日本語学習者を対象として、日本語会話の録音資料を基に、

上級中国人学習者のフィラーの使用状況を分析、考察する。それにより、彼らにフィラー

の使用方法いわば話し言葉のテクニックについて提案することができるのではないかと考

える。さらに、日本語教育現場で、上級中国人日本語学習者にどのようにフィラーを指導

するべきかについても知見が得られるのではないかと考える。 

 本調査は二つの部分に分かれている。まず上級中国人日本語学習者が使ったフィラー

の状況を把握するために、日本語母語話者 3 名と上級中国人日本語話者 3 名を組み合わせ

て友達同士の 1 対 1 のペア 3 組を作り、最低 30 分の会話をしてもらって、そのデータを収

集した。音声データの収集後、一部分の音声データを文字化し、文字化のデータからフィ

ラーを抽出して、分析対象とした。まず、3 名の上級中国人日本語学習者の会話データに

現れたフィラーの使用数、出現位置などを合計した。次に、録音データの音声を聞いても

らいながら、上級中国人日本語学習者にインタビューし、フィラーの使用意識などについ

て、10 つの質問に答えてもらった。最後に、日本人母語話者にも 7 つの質問に答えてもら

い、上級中国人日本語学習者のフィラーの使用状況についてインタビューした。 

 調査の結果としては、質問①使用意識、②フィラーの自然さと⑤フィラーの機能の 3 つ

の項目は、すべてのペアで答えが一致してなかった。それに対して、質問③使用目的はす

べてのペアで評価が一致した。 

 使用場面によって、使用意識の変化があることがわかった。上級中国人日本語学習者の

場合、インタビューの内容から見ると、話し相手からの影響が一番大きかったと考えられ

る。日本人母語話者と違って、上級中国人学習者は自分の日本語能力が非常に気になって

いることがわかった。つまり、話し手である上級中国人日本語学習者の自尊心の影響もか

なりあると考えられる。インタビューした 3 人とも、目上の人を配慮し、自分も相手にい

い印象を与えたい場合、また正式場面のとき、フィラーの使用回数に注意を払う傾向が見

られる。 

 データに基づいて、CF1、CF2 と CF3 は三人とも「えーと」「あのう」「なんか」「うん」

という 4 種類のフィラーを使ったことがわかった。さらに、「えーと」「あのう」の機能に

ついて三人の意見は同じであり、「うん」「なんか」は三人の意見がそれぞれ異なった。 

フィラーの機能についてみると、三人は実際使用したフィラーの機能を先行研究にあっ

た機能より少なく自覚しており、一つのフィラーが一つの機能しか持っていないことがわ

かった。三人のうち二人が、母語である中国語の影響で、日本語のフィラーに日本語とは

異なる機能を加えた。 

 中国語のフィラーの影響を受けて、CF1、CF2 と CF3 の三人の話内容から、三人とも無意

識的に中国語のフィラーを使う傾向があることがわかった。三人とも「うん」と「en（嗯）」
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を混ぜて使ったことから、中国語フィラーと似ている日本語のフィラー「うん」について

は、母語の影響が大きいことがわかる。 

 以上の分析と考察の結果から、コミュニケーション上の問題を解決し、会話をスムーズ

に進め、日本語母語話者と円滑な人間関係を構築することに対して、フィラーが大きな役

割を果たしていることがわかった。そのため、フィラーを日本語学習者に意識的に指導し

ていく必要があると考えられる。本研究で明らかになった上級中国人日本語学習者のフィ

ラーの使用状況とフィラーに対する使用意識の結果が、日本語教育現場におけるフィラー

の指導への示唆になれば幸いである。 
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